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今日が楽しく 

明日が待ち遠しくなる学校 

○ かんがえる子（知） 

○ おもいやりのある子（徳） 

○ たくましい子（体） 

 滝沢市立一本木小学校 

 令和８年 ３月 ６日 

 第２２号 文責：亀 丸 

楽しかった６年生を送る会 

 ２月２７日（木）に６年生を送る会が開かれました。先日任命されたば

かりの，新児童会執行部が中心となって企画・運営を行いました。１年生

は素敵な首飾りをつくり，２年生は体育館入り口に，白鳥が羽ばたく姿を

描いた装飾をしました。３年生は事前に招待状を配り，４年生は６年生一

人ひとりの似顔絵を描きました。とても良く特徴を捉えていました。５年

生はステージ装飾と会場の準備や片付けを行いました。 

 １年生に手をひかれ入場した６年生。各学年の心温まる発表に，楽しい

ひと時を過ごしていました。 

 １年生はジェスチャークイズを出題しました。運動会，掃除，長なわ跳びとすぐに何をしているところか

分かるのですが，「○○○で，△△△をする～～～な６年生」といった答えなので，１問も正解できません

でした。最後に６年生にエールを送りました。２年生はかけ算九九リレーでした。勝って当然の６年生です

が，なんと２年生が勝ちました。(涙)気を遣って手を抜いたようにも見えませんでした？中学校生活，大丈

夫でしょうか？３年生は学校クイズでした。「昨年度の応援団長」，「学校の部屋の数」，「音楽室の机の

数」という難しい問題でした。校舎の隅々まで探検して問題をつくったのでしょう。６年生のシンキングタ

イム中は，３年生がダンスをしました。４年生はダンスを披露しました。６年生の陽さんが「きれきれのダ

ンスでした。」と感想発表していました。とても上手なダンスでした。５年生は「一緒に長なわを跳んで，

今年の一本木っ子集会での記録１４９回を超える」に挑戦しました。残念ながら新記録とはなりませんでし

たが，５・６年生で息の合った跳躍を見せてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ６年生からお礼の発表です。自分達が得意とする長なわとびを披露しました。さすが６年生，息

の合った入りで，美しい連続跳びを披露しました。その後６年生から在校生や職員にプレゼントがありまし

た。その学年を漢字１文字で表したパネルです。１年生は「元」，２年生は「勢」，３年生は「絆」，４年

生は「姿」，５年生は「志」，職員は「恩」でした。その学年の様子や特徴をよく捉えて漢字を選んだこと

に感心しました。また，どの字も丁寧に毛筆で書かれていました。 

「小学校生活の６年間は，長かったですか？それともあっという間でしたか？」と聞いたところ，「あっ

いっぽんぎ

回  覧 



という間でした。」という子が多かったです。残り２週間の小学校生活。６年間の歩みと自身の成長を振り

かえりながら，締めくくりの最後の授業「卒業証書授与式」に向けて全力で取り組んでほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました～感謝の会～ 

 ６年生を送る会に先立ち，日頃からお世話になっている図書ボランティア

の方々や，スクールガードの方々に感謝の気持ちを表す会を行いました。 

 当日は，図書ボランティアの千葉文子様と井上真澄様，スクールガードの

角掛利樹様と玉城篤子様，一本木駐在所所長の山田篤志様にお越しいただき

ました。 

 図書ボランティアの皆様には季節に応じた図書室の飾りつけ等を積極的に

やっていただきました。図書室に来室する子ども達は，季節ごとの飾りつけ

をとても楽しみにしていました。休み時間になると本を借りたり読書を楽し

んだりする子ども達の姿を見ることができました。 

 スクールガードの方々には，子ども達の登下校の見守りをしていただきま

した。また，今年度はたくさんの保護者の方々にもスクールガード活動にご

協力いただきました。おかげで今年度も子ども達の交通事故０を継続するこ

とができました。 

 感謝の会では，子ども達が感謝の言葉を述べ，手紙をお渡ししました。図

書ボランティアの方々やスクールガードの方々からも温かいお言葉をいただ

きました。会の後は６年生を送る会を参観していただきました。 

がんばったなわ跳び集会 

 インフルエンザの感染拡大防止のため延期となっていたなわ跳び集会を３月３日（火）に実施しました。

体育委員会の子ども達が運営しました。３学期に入り本格的になわ跳びの練習に取り組んできた子ども達，

連続持久跳びと，希望する児童による連続二重跳びに挑戦しました。 

 たった１回きりの挑戦です。練習ではスムーズに何分間も跳ぶことができていた子でも，本番の緊張感か

らか失敗してしまう場面もありました。中には大きな声を上げて悔しがる子もいました。また，残り数名に

なると，周りの大きな声援を受けながら，１秒でも長く跳ぼうと必死に頑張る姿が見られました。さなが

ら，先月開催されていた冬季オリンピックを見ているようでした。 

連続持久跳びの部 第１位  二重跳びの部 第１位 

１年 千 葉 仁 翔     低学年の部 

２年 嶋 野  紬       武 村 勇 吹 

３年 武 村 勇 吹     高学年の部 

４年 平 野 暖 大      平 野 暖 大 

５年 八 幡 渓 人     勇吹さんと暖大さんは 

６年 加登島 愛 夢     二冠達成です。 


